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第７ 重点施策の分析 
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第７  重点施策の分析 
 

ここでは、「第５ 重要度・満足度調査結果」及び「第６ 税金の使い方調査結果」のいずれにおいて

も「重点施策候補」となった５つの施策を市全体の重点施策と選定（下表網掛けの施策）し、地域別を

はじめとした重要度・満足度の特徴的な属性の分析及び意識調査の結果を含む施策指標の分析を行いま

した。 

 

施策体系 

政策 施策 

重要度高 
× 

満足度低 

税金の 

使い方高

× 
重要度高

税金の 

使い方高

× 
満足度低

１．地域の再生 

安心して消費できるまちをつくる   ○   

犯罪のないまちをつくる ○ ○ ○ 
安心して日常生活を
送れるまちづくり 

安心して移動できるまちをつくる     ○ 

安心して医療が受けられるまちをつくる   ○   上手に年がとれる 
まちづくり 健康に過ごせるまちをつくる       

安心して高齢期を送ることができるまちをつくる ○     

だれもが必要な支援を受けることができるまちをつくる ○ ○ ○ 
みんながともに支え
あうまちづくり 

ともに支えあう福祉の仕組みがあるまちをつくる       

いつでも学べる機会のあるまちをつくる       みんなが活躍する場
があるまちづくり 気軽にスポーツ活動ができるまちをつくる       

様々な文化を育み、守り伝えるまちをつくる       

人権が守られているまちをつくる       
豊かな心を育むまち
づくり 

平和の尊さを実感できるまちをつくる       

参加と協働がしやすいまちをつくる（協働）       

参加と協働がしやすいまちをつくる（参加）       
市民が主役のまちづ
くり 

地域の個性が活かされたまちをつくる       

安心して子どもを生み育てられるまちをつくる ○ ○ ○ 

子どもが健全に育つまちをつくる ○ ○ ○ 
子どもを育むまちづ
くり 

子どもの個性、能力にあった教育環境が整っているまちをつくる     ○ 

２．都市の再生 

災害に強いまちをつくる ○ ○ ○ 

緊急時に迅速で的確な対応ができるまちをつくる（救急）   ○   
緊急時の対策がとら
れているまちづくり 

緊急時に迅速で的確な対応ができるまちをつくる（消防）       

観光資源を活用して、にぎわいのあるまちをつくる       

市街地ににぎわいのあるまちをつくる     ○ 
にぎわいのあるまち
づくり 

国内外の人たちとふれあえるまちをつくる       

住環境が快適なまちをつくる ○     快適な生活環境を守る 

まちづくり 交通渋滞がないまちをつくる     ○ 

３．自然の再生 

地球と人にやさしいまちをつくる       

環境汚染を防止できるまちをつくる       
心やすらぐ自然環境
を守るまちづくり 

身近にやすらげる空間があるまちをつくる       

４．産業の再生 

新しい産業や特産品を生み出すまちをつくる     ○ 

元気に働けるまちをつくる     ○ 

商工業が活気のあるまちをつくる       

経済活動が活発な 
まちづくり 

農・漁業が魅力のあるまちをつくる       
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１ 【重点施策１】犯罪のないまちをつくる 

 

(1) 施策指標 

 

指標名 H17 H18 

地域の治安がだんだん悪化していると感じている

市民の割合 58.2% 60.4% 
 

 

(2) 重要度・満足度の属性分析 

① 地域別 

地域別に見ると、全体的に重要度

が高く、満足度が低い傾向が分かり

ます。比較的重要度が高く満足度が

低い地域は、都市中核地域および久

米田地域となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢別 

年齢別に見ると、30 歳代、40 歳代

で重要度が高く、10 歳代、20 歳代で

満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪のないまちをつくる
地域別の重要度・満足度

都市中核

地域

岸和田北部

地域

葛城の谷

地域岸和田中部

地域

久米田

地域

牛滝の谷

地域

-40%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

重要度（問１３で重要であると回答した人の割合）
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度

（
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１

４

回

答

に

も

と

づ

く

満

足

度

ス

コ

ア

）

犯罪のないまちをつくる
年齢別の重要度・満足度

30～39歳

50～59歳

15～19歳

20～29歳

40～49歳

60～69歳

70歳以上
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足

度

ス

コ

ア

）
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２ 【重点施策２】だれもが必要な支援を受けることができるまちをつくる 

 
(1) 施策指標 

指標名 H17 H18 

障害者になったときにも安心して生活できると感

じている市民の割合 14.5% 5.0% 
＊平成 17 年度調査では、高齢と障害をまとめて質問していました。 

 

(2) 重要度・満足度の属性分析 

① 地域別 

地域別に見ると葛城の谷地域、岸

和田北部地域で重要度がやや高く、

岸和田北部地域、岸和田中部地域、

久米田地域で満足度が平均より低い

結果となっています。 

 

 

 

 

 

② 年齢別 

年齢別にみると、40 歳代から 60 歳

代で重要度が高く、10歳代、30歳代、

40 歳代で満足度が平均より低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 生活の支障の程度 

長期的な病気や障害を抱えていて、

日常生活にやや支障がある、支障が

あると答えたひとの重要度が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもが必要な支援を受けることができるまちをつくる
地域別の重要度・満足度

都市中核
地域

岸和田北部

地域

葛城の谷

地域

岸和田中部
地域

久米田

地域

牛滝の谷

地域
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も
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ア

）

だれもが必要な支援を受けることができるまちをつくる
年齢別の重要度・満足度

40～49歳

70歳以上

15～19歳

20～29歳

30～39歳

50～59歳

60～69歳

-40%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

重要度（問１３で重要であると回答した人の割合）
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度

（
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４

回

答

に

も

と

づ

く

満

足

度

ス

コ

ア

）

だれもが必要な支援をうけることができるまちをつくる
日常生活の支障の程度別重要度・満足度

支障はない

支障がある

やや支障がある

あまり支障はない

-40%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

重要度（問１３で重要であると回答した人の割合）

満
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度

（
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度
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第７ 重点施策の分析 

 

３ 【重点施策３】安心して子どもを生み育てられるまちをつくる 

 

(1) 施策指標 

指標名 H17 H18 

安心して子どもを生み育てることができると感じ

ている市民の割合 18.0% 18.1% 
 

(2) 重要度・満足度の属性分析 

① 地域別 

地域別に見ると全体的に重要度が

高く満足度が低くなっていることが

分かります。 

重要度はとくに牛滝の谷地域で高

く、満足度は葛城の谷地域で低くな

っています。 

 

 

 

 

② 年齢別 

年齢別に見ると、30 歳代で突出し

て重要度が高く、満足度が低くなり、

続いて、20 歳代、40 歳代でも重要度

が高く満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 養育中の子どもの年齢別 

養育中の子どもの年齢別に見ると、

特に就学前（０～５歳）と小学生の

重要度が高く、満足度が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して子どもを生み育てられるまちをつくる
地域別の重要度・満足度

都市中核

地域

岸和田北部

地域
葛城の谷

地域

岸和田中部

地域

久米田

地域
牛滝の谷

地域

-40%
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20%
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度

（
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と
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く

満

足

度

ス

コ

ア

）

安心して子どもを生み育てられるまちをつくる
年齢別の重要度・満足度

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

15～19歳

60～69歳

70歳以上
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度

（
問

１

４

回

答
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と

づ

く

満

足

度

ス

コ

ア

）

安心して子どもを生み育てられるまちをつくる
養育中の子どもの年齢別の重要度・満足度

それ以外

就学前

（0～5歳）

小学生中学生
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足

度
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コ

ア

）
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４ 【重点施策４】子どもが健全に育つまちをつくる 

 

(1) 施策指標 

指標名 H17 H18 

子どもが心身ともに健全に育つ環境が整っている

と感じている市民の割合 - 16.1% 
 

(2) 重要度・満足度の属性分析 

① 地域別 

すべての地域で重要度が高く、満足度

が低いという結果になっています。とく

に岸和田中部地域での重要度が高く、岸

和田中部地域、葛城の谷地域、岸和田北

部地域の満足度が低い結果となっていま

す。 

 

 

 

 

 

② 年齢別 

年齢別に見ると、69 歳以下で満足度は

平均より低くなっています。 

とくに 30 歳代、40 歳代、20 歳代で重

要度が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 養育中の子どもの年齢別 

小学生、就学前（０～５歳）、中学生

の子どもをもつひとの重要度が高く、満

足度が極めて低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが健全に育つまちをつくる
地域別の重要度・満足度

岸和田中部
地域

都市中核
地域

岸和田北部

地域
葛城の谷

地域

久米田

地域

牛滝の谷

地域
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）

子どもが健全に育つまちをつくる
年齢別の重要度・満足度

30～39歳

40～49歳

60～69歳

70歳以上

15～19歳 20～29歳

50～59歳
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）

子どもが健全に育つまちをつくる
養育中の子どもの年齢別の重要度・満足度

それ以外

就学前

（0～5歳）

小学生
中学生
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第７ 重点施策の分析 

 

５ 【重点施策５】災害に強いまちをつくる 

 
(1) 施策指標 

指標名 H17 H18 

災害の際の緊急避難場所がどこか知っている市民

の割合 67.7% 67.4% 
 

 

(2) 重要度・満足度の属性分析 

① 地域別 

全ての地域で重要度がやや高く、

満足度はほぼ平均となっています

が、とくに岸和田北部地域で重要

度がやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢別 

59歳以下で満足度が平均より低

いという結果になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強いまちをつくる
地域別の重要度・満足度
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災害に強いまちをつくる
年齢別の重要度・満足度

15～19歳
20～29歳 30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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